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1．　シンチ像における等濃度区画による画像処理
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　シンチグラム読影上，異常集積あるいはSOLな

どがどのくらいの範囲大きさかを判断するのに困

難iなことがある．また，false　positive　あるいは

false　negativeと判定してしまうこともある．この

ような場合，シンチ像をデジタル化して画像処理

を行なうと診断能の向上が期待される．そこでわ

れわれはシンチ像のアナログのまま画像処理を行

ない臨床上判定が容易であるという結果を得たの

で報告する．

　基礎実験：シンチ像で輝点をどれぐらいぼかし

てスムージングを行なえば見やすい像になるかを

検討するため，肝スライスファントームに99mTc

O4－2mCi注入しシンチ像を得た．この像からお

のおの8mm，10　mm，12mm，14　mm厚さのエポ

キシグラス・スペーサーを間にはさみ，それぞれ

のスムージングフィルムを得た．次にオリジナル

シンチ像とこれらおのおののスムージングフィル

ムとを同一部位でマイクロデンシトメータにてト

レースさせた．結果は最も滑らかなトレースを描

いたのは12mm間隔のもので，肉眼的にも最も

見やすい像となった．

　臨床例：正常肝シンチ像を基礎実験に基づいて

12mm間隔でフィルムスムージングを行ない，等

濃度記録計で20区画に分画しその透明トレース紙

をスムージングフィルムに重ねた．結果は肝RI

集積の濃淡像の上に整然と均等に等濃度に区画さ

れたシンチ像となった．次に多発性癌転移肝シン

チ像2例に同様の操作を行ない，多数のSOLの

ある肝スムージング像に等濃度区画トレース像を

重ねた．結果は正常部位とSOLの濃淡に一致し

て，SOLはほぼ円形の明瞭に境界が画区された

像となった．これは異常部位と正常部位とが明瞭

に境界が区画され，そのうえ肝へのRI集積の濃

淡の境界も明瞭となりシンチグラム読影上判定が

容易であると思われる．

2．ステレオシンチグラムの試み
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　シンチカメラの解像力の向上に伴い，イメージ

を撮る角度を変えて得られる1対のシンチフォト

で，立体視が可能であることがわかった．最も見

易く，かつ実物に近い立体感を再現するためシン

チカメラの振り角，および臨床上の有用性につい

て検討した．

　ファントームには成形のために銅線（lmmφ）を

通した内径3mmφのシリコンチューブに99mTc－

pertechnetate　200～300μCiを充てん密栓したも

のを用い，シンチカメラの振り角を5～25度変化

させてイメージを撮り，その中から最適と思われ

る組合せを選択した．

　シンチカメラの最適振り角は，シンチフォトの

拡大率が1．0の時は10度前後，また0．7～0．4の時

は15度前後であった．この角度は瞳孔間隔6．5cm

で40cm離れた被写体を見る時の輻較角にほぼ一

致する．

　臨床応用例では，特にSn－pyrophoshpate前処

置を併用した脳シンチグラムの読影には同時に描

出されるchoroid　plexus，　sinus，　tumorなどの位

置関係が立体的に把握できるので診断上非常に有

効であった．病巣がcoldに描出される肝や腎，

肺，また部位が明白な骨シンチグラムには読影上

立体視の効果がほとんどなかったが，点，または

線状のhotな描出像が重なり合うような位置関係

にある場合の読影にはステレオシンチグラフィー

が大いに役立つものと考える．
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